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ABSTRAK 

Muhamad Farid Akbar, 2026. Analisis Konflik Batin Tokoh Koichi Shikishima 

dalam Film Godzilla Minus One Oleh Takashi Yamazaki (Kajian Psikologi Sastra). 

Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini bertujuan untuk memahami konflik batin yang dialami oleh tokoh 

Koichi Shikishima dalam film Godzilla Minus One serta faktor-faktor yang menjadi 

penyebab terjadinya konflik batin dan juga mekanisme pertahanan yang dilakukan 

untuk mengatasi konflik batin. Penelitian ini dilakukan menggunakan metode 

deskriptif kualitatif dengan pendekatan psikologi sastra. Teori-teori yang digunakan 

dalam penelitian ini berupa teori konflik batin Lewin dan teori kecemasan Freud 

untuk menganalisis bentuk konflik batin tokoh Shikishima, teori psikoanalisis 

Freud untuk menganalisis faktor penyebab terjadinya konflik batin, dan teori 

mekanisme pertahanan Freud untuk menganalisis bagaimana tokoh Shikishima 

mengatasi konflik batin yang dialaminya. Hasil dari penelitian ini berupa 11 data 

yang menunjukan terjadi konflik batin yang terbagi menjadi dua konflik tipe 1 yaitu 

konflik menjauh-menjauh sebanyak 6 data dan konflik mendekat-menjauh 

sebanyak 5 data. Konflik batin yang dialami tokoh menyebabkan kecemasan 

muncul dalam bentuk kecemasan realistik, kecemasan neurotik dan kecemasan 

moral.  Faktor yang mendorong terjadinya konflik batin pada tokoh Shikishima 

adalah pertentangan antara id dan superego tokoh. Dalam mengatasi konflik batin, 

ego tokoh Shikishima melakukan mekanisme pertahanan berupa represi, agresi, 

denial dan rasionalisasi. 

 

Kata Kunci: konflik batin, Koichi Shikishima, Godzilla Minus One, mekanisme 

pertahanan, psikoanalisis. 
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ABSTRACT 

Muhamad Farid Akbar, 2026. Analysis of Koichi Shikishima’s Inner Conflict in 

the film Godzilla Minus One by Takashi Yamazaki  (A Literary Psychology 

Approach). Thesis. Japanese Language Education Program, Faculty of Language 

and Arts, Jakarta State University.  

 

The purpose of this research was to understand the inner conflict of Godzilla Minus 

One character, Koichi Shikishima and also to understand the factors behind the 

inner conflict and the defence mechanism that was done to counter the inner conflict. 

This research was done using qualitative descriptive method with a literary 

psychology approach. The theories used on this research was Lewin’s conflict 

theory and Freud’s anxiety theory for analyzing the forms of Shikishima’s inner 

conflict, Freud’s psychoanalysis theory for analyzing factors that caused 

Shikishima’s inner conflict, and Freud’s defence mechanism theory for analyzing 

how Shikishima deal with his inner conflict. The results of this research produced 

11 data that proved inner conflict happened which was divided into two type 1 

conflict, 6 data of avoidance-avoidance conflicts and 5 data of approach-avoidance 

conflicts. The inner conflict experienced by the character caused anxiety to surface 

in the forms of realistic anxiety, neurotic anxiety, and moral anxiety. The cause of 

inner conflict that happened to Shikishima was the clashing between id and 

superego. In order to deal with the inner conflict, Shikishima’s ego employed 

defense mechanism such as repression, agression, denial, and rationalization. 

 

Keyword: inner conflict, Koichi Shikishima, Godzilla Minus One, defense 

mechanism, psychoanalysis. 
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山崎貴監の映画「ゴジラ-1.0」における敷島浩一内面の葛藤 

(文学の心理学的研究) 

 

       ジャカルタ国立大学 

        Muhamad Farid Akbar 

                                 faridakhbar@gmail.com  

 

概要 

A. 背景 

文学とは、言語を媒体として、人間および社会全般の生活が芸術的か

つ想像力豊かに表現されたものであり、人間の生活に肯定的な影響を与え

るものである（Esten, 1990:3）。 

文学にはさまざまな形態があり、その一つがドラマの一種として映画

である。映画とは、アイデア、価値観、人生観、美、規範、人間の行動、

そして高度な技術といった様々な要素を融合させ、映画製作者たちの創造

的なプロセスの成果である（Trianton, 2013:1）。Sumarno（1996:27）に

よると、映画は現代社会において様々なメッセージを伝える手段と述べて

いる。 

「ゴジラ-1.0」は２０２３年に公開された日本の特撮映画である。『ゴ

ジラ -0.1』は、ゴジラの襲撃を生き延びた元特攻隊員の敷島浩一の物語で

ある。後悔を抱えて生きてきた敷島は、自分にとって大切なものを守るた

め、再びゴジラと対峙しなければならない。この映画には、トラウマや内

面の葛藤に関連する心理的な要素が多く盛り込まれている。本研究では、

内面の葛藤に焦点を当てている。 
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内面の葛藤、その原因、および防衛機制を理解するために、レヴィン

の葛藤理論、フロイトの不安理論、フロイトの精神分析理論、フロイトの

防衛機制理論など、さまざまな理論が用いられている。 

B. 問題提供 

映画「ゴジラ-1.0」における敷島紘一の内面の葛藤を理解するため、

本研究の問題は次のようにまとめられる。 

1．敷島浩一が抱える内面の葛藤は、どのような形をとっているか。 

2．敷島浩一が抱える内面の葛藤には、どのような要因が影響している

のだろうか。 

3．敷島浩一の防衛機制は、彼の内面の葛藤に対してどのように反応す

るのだろうか。 

 

C. 解決 

研究の結果として、敷島浩一は 12 回、内面の葛藤を抱えていたこ

とが判明した。12 件すべてのデータにおいて、敷島浩一はタイプ 1 の

内面の葛藤（回避-回避型）を６件、タイプ 1 の内面の葛藤（接近-回

避型）を５件経験した。内面の葛藤により、敷島はフロイトの不安理

論に基づくと、現実的不安を 5 つ、神経症的不安を 2 つ、道徳的不安

を６つ経験した。精神分析学の観点から、敷島が内面的葛藤を抱くよ

うになった要因は、5 つが「イド」に起因し、5 つが「超自我」に起因

し、１つが「イド」と「超自我」の両方に起因していた。敷島が内面

の葛藤を解決するために行った防衛機制は、抑圧が 4 回、攻撃が 3 回、

否認が 2 回、合理化が 2 回であった。本研究では、データの分析にミ

ザンセーヌの手法も用いられた。 

以下は、敷島が経験した内面の葛藤に関する分析表の一例である。 

番 データ ミザンセーヌ 内面の葛藤 

／不安 

要因 防衛機制 
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１． 橘: 実は。。。いくら確認しても 

あなたの言う故障箇所が見つ

からないんですよ。 

敷島: 何が言いたいんです? 

 

00:02:13 - 00:02:28 

-セ ッ ト と 小

道具 

 

-俳優 

 

-衣裳 

 

-照明効果 

タイプ 1 内面

の葛藤（回避

-回避型） 

 

神経症的不安 

敷島は嘘がば

れて、罪悪感

を抱いた（超

自我） 

否認 

２． 敷島: それを掃除する仕事です。

金がバカみたいにいいのは。。。

まあ。。。命の。。。 保証はないっ

てことですかね。 

典子: 何言ってるんですか! や

っとの思いで生きて帰ってき

たんでしょう? 

敷島: 仕方ないでしょう! この

ままじゃ 3 人とも飢え死にで

す。 

-セ ッ ト と 小

道具 

 

-俳優 

 

-衣裳 

 

-照明効果 

タイプ 1 の内

面の葛藤（接

近-回避型） 

 

現実的不安 

敷島は家族の

生活費を賄う

ため、仕事を

引き受けるし

か な か っ た

（イド） 

攻撃 
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３． 敷島: 笑えますね。。。生きたい

ようです、俺は。 

橘: あの日 死んだ奴らもそう思

ってたよ。みんな生きて帰っ

てきたかった。それが 願いか

なわず虫けらみたいに殺され

たんだ。 

敷島: 分かってます。これを描

いた子供明子というんです。あ

いつの未来を守ってやりた

い。ゴジラは刺し違えてでも

必ず仕留めます。 

 

01:33:37 – 01:34:43 

-セ ッ ト と 小

道具 

 

-俳優 

 

-衣裳 

 

-照明効果 

タイプ 1 の内

面の葛藤（接

近-回避型） 

 

現実的不安 

敷島の生存本

能による反応

（イド） 

 

敷島は自分の

罪を償いたい

のため（超自

我） 

合理化 
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D. 結論 

研究の結果として、敷島は主に「タイプ 1：回避型-回避型」の内面の

的葛藤と「タイプ 1：接近型-回避型」の内面の的葛藤という 2 種類の

葛藤に直面していたことが明らかになった。敷島が抱いていた不安は、

主に現実的な不安と道徳的な不安であった。敷島の内面の葛藤は、彼

のイドと超自我の衝突によって引き起こされた。敷島のエゴにおいて

主に現れた防衛機制は、抑圧と攻撃性であった。 


